
肺癌（非小細胞）シスプラチン・ビノレルビン療法

肺癌（非小細胞）シスプラチン・ビノレルビン療法は、シスプラチンを1日目に、ビノレルビンを1、8日目に
投与し、その後3週間お休みします。このスケジュールが、繰り返し行われます。
強い副作用が出た場合や、患者様の状態によっては、治療を延期したり、減量することがあります。
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※薬剤は一般名で記載しています。


